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Charlotte　Bront6 ：

“

Henry 　Hastings
”

　　
一

社会的 ・文化的 コ ン テ クス トと虚構
一

　　 Anglia王 国か ら Victoria朝英国 へ （2 ）

惣谷 　美智子

　エ リザ ベ ス の 散歩 時 、 （そ の 機 を うか が っ て い た ウ ィ リァ ム に と っ て は
、

「思惑通 り」、 そ して エ リザ ベ ス に と っ て は 「偶 然 に得 られ た至福 」 と して ）

ウ ィ リア ム との 再会が あ る 。 女性の 主導 とい う点で は 、 ジ ェ イ ン とロ チ ェ ス

タ ー の 出会 い に 似 た もの が 現 れ て い る 。 『ジ ェ イ ン ・エ ア 』で は 、 落 馬 に

よ っ て 負傷 した ロ チ ェ ス タ ー に 代 わ っ て 主導権 を もつ の は ジ ェ イ ン で あ る 。

エ リザベ ス の 場合 も、 再会 にお い て は 、 こ の 主人公の 圧倒 的主導の 雰 囲気が

漲 っ て い る 。 「王 者」 の よ うに 孤独 だ っ た エ リザベ ス だ が 、 彼女は
、 今 や

「ア リ」の よ うに働 き 、 杜会 的 に も精神的 に も自立 を果 た し 、 喜 び に 酔 い し

れ て い る の で ある 。

　Having 　thus 　set　aside 　scruples ＆ wholly 　yielded　herself　to　the　wild 　delight

fluttering　at 　her　heart− she 　bounded　on 　with 　so 　light＆ quick　a　step 　Sir

William　was 　put　to　his　mettle 　to　keep　pace　with 　her−
“

Softly− softly
”

said 　he

at 　last−
“

I　like　to　take　my 　time　in　a　ramble 　like　this− one 　can
’t　walk 　fast＆

talk　eomfortably 　at 　the　same 　time − ”
（248）

速度 をあげて 跳ね る よ うに前進 して い くエ リザベ ス に対 し、 追 い つ く側に 立

た され た ウ ィ リア ム は 困惑 を隠 し切 れ な い で い る 。
こ こ まで 度 を越 した女性

主導は 、容易に 喜劇に まで 地滑 りを起 こ して しまうで あろ う。

　そ して つ い に彼女は 牧場 に張 り巡 らされ た柵 をも越 えて い くの で ある 。
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“

．．．Come
，
　give　me 　your　hand ＆ 1’ll　help　you　over 　this　style − there！We ’

re 　out

of 　the　fields　nowdiwere 　you　ever 　so 　far　as 　this　before− ？
”

　
“Never

”

said 　Miss　Hastings　looking　round − the　objects 　she 　saw 　were 　not

familiar　to　hetr− they 　had 　entered 　upon 　another 　road
，
　rough

，
　rutty ＆ grown

over
−

not 　a　house　or 　a 　human 　being　was 　to　be　seen ，．．

　
“What 　moors 　are 　those？”

she 　asked 　quickly．

　
“lngleside＆ the　Scars

”
replied 　Sir　William．（251）

こ の 踏越 し段 （style ）を超 えて 柵 を抜け出 る行為に は、象徴性が 見て取 れ る 。

柵 を抜け出た エ リザベ ス の 前 には 、 見慣 れ ぬ 景色 が拡が っ て い る の だ が 、 た

と えば 、
こ れ は 、 お そ ら く 『マ ン ス フ ィ

ール ド ・パ ー ク』（M α nsfield 　P α rh
，

1814）で マ ラ イア ・バ ー トラ ム （Maria 　Bertram）が 目に した光景で もあるだろ う。

　オ ース テ ィ ン の こ の 登 場人 物 もまた象徴的 な
“iron−gate

”

を超 え出る 者 と

して ある 。
マ ラ イア はほ か の 男性 と婚約 して い る に もか か わ らず 、

ロ ン ドン

か らの 闖 入者 で あ る遊蕩者の ヘ ン リ ・ク ロ フ ォ
ー ド （Henry 　Crawford）の 誘

惑 に堕ちるの だが 、 そ うした 誘惑 に よる マ ラ イア の 破滅 は 、 まさし く彼 女が

誘惑者 に 自ら手を預け 、 鉄門 を乗 り越 える とい う、
エ リザ ベ ス の 場合 に酷似

した行為に よ っ て 示唆 され て い る 。

　 中世 の 絵画 に お ける 施錠 された 庭 は処女性 を象徴 して い るの だが 、 そ うし

た庭 に張 り巡 ら され た鉄 門を乗 り越 える 行為は
、 まさに誘惑 に堕 ちる 行為の

象徴 と して あ る だ ろ う。

19） エ リザベ ス もま さに マ ラ イ ア 同様 、 誘惑者 に導か

れ 、 柵 を乗 り越 える の で ある 。 た だ し、 同様の 場面 を描 きなが らも 、 オース

テ ィ ン とシ ャ
ー ロ ッ ト、 こ の 両 者の 比 較にお い て は 、無視で きない 相違点が

見 出せ る の も確 かで あ る 。

　第
一

は 、 柵 を越え出る 人物が 、
こ の 習作で は主 人公 、

エ リザベ ス で あるの

に対 して 、 『マ ン ス フ ィ
ー ル ド ・パ ー

ク』 におい て は 、
マ ラ イア とい う脇役

で あ り、 女主 人公 、 フ ァ ニ ー ・プ ラ イス （Fanny 　Price）は 、
こ の 場合 、 距離

を もっ て 、

一 部始 終 を見届 ける 観察者 と して 位置 づ け られて い る 。
こ の 主人
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公 は 、 安全圏内 にあ っ て 、 鉄 門 の 向こ うで 起 こ る こ とをあた か も予見す る か

の よ うに 、
マ ラ イア を制止 しよ うとす る側に 回るの で ある 。

　Fanny
，
　feeling　all 　this　to　be　wrong

，
　could 　not 　help　making 　an 　effor 七to　prevent

it， “You 　will 　hurt　yourself ，
　Miss　Bertram

，

”
she 　cried

，

“
you 　will 　certainly 　hurt

yourself 　against 　those　spikes
−

you 　will 　tear　your 　gown
−

you 　will 　be　in　danger

of 　slipping 　into　the　ha −ha ，　You 　had　better　not 　go．
”20）

　主 人公 自身が 、 慣 習 、 約束事 とい っ た あ る種 の 枠組 み の 外 に 飛 び 出す 「ヘ

ン リ ・ヘ イ ス テ ィ ン グズ」 に お い て もこ れ と同様の 制 止 ・抑制 の 役割を担 う

もの が ない わけで は な い 。 ウ ィ リア ム の 口 を通 して 語 られ る ロ ザ モ ン ド ・

ウ ェ ル ズ リ
ー

（Rosamund 　Wellesley） の 過酷 な宿命は 、 エ リザ ベ ス が まも

な く試 され る こ とに な る 誘惑 へ の 抑 止力 と して 働 く。
ロ ザ モ ン ドは社会規範

を破 っ て まで 、 ザ モ
ー

ナ公 爵へ の 情熱を貫い た の だ が 、 彼女 を待ち受けて い

る の は 、 自滅の 運命 で しか なか っ た 。 そ うした 逸話 を挿入 す る作家 、 シ ャ
ー

ロ ッ トの 意 図 は 明 白で あろ う。 こ れ は 直後 に起 こ る 誘惑の 伏線で あ る の だが 、

それ と同時に 、 情熱 の 危険性 に対す る作家自身の 警告と して も読み取れ る 。

　と もあれ 、 ウ ィ リ ア ム とエ リザベ ス の 場面 に 戻 ろ う。 誘惑 へ の 手筈は整 え

られ る 。 まず、 ウ ィ リア ム は エ リザベ ス の 孤独 を見抜 き、 か つ
、 共に笑う者

で もある 。

　
‘‘Were 　you 　ever 　blessed　with 　a 　sight 　of 　his　Majesty ［Duke 　of 　Zamornal？”

inquired　Sir　William．

　
“Never，， “but　you

，

ve 　seen 　his　por七raits
−

which 　are 　one ＆ all 　very 　Iike− do

you　admire 　them −
？

”

　
“He ’

s 　handsome −
no 　doubt．，’

　℃
，
of 　course

，
　killingly−−infernally　handsome−−such 　eyes ＆ nose 　sueh 　curls

＆ whiskers − ＆ then　his　stature ！magnificent ！＆ his　chest 　two 　feet　across − I

never 　knew 　a　woman 　yet　who 　did　not 　calculate 　the　value 　of 　a 皿 an 　by　the　pro一
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portions　of 　his　inches’一”Miss　Hastings　said 　nothing
，
　she 　only 　looked　down ＆

smiled ．（255）

　こ の 「胸 幅 2 フ ィ
ー ト」 は 、 ザ モ ー

ナ を む しろ 卑小 化す る もの と な る 。

ウ ィ リ ア ム は 、 こ うした注釈を こ と さ らに付加える こ と に よ っ て 、 勇壮 で 華

麗 な英雄、ザ モ ー ナ公 爵を か え っ て 戯画化 し 、 対話相手で ある エ リザベ ス の

意識 に お ける ザ モ ー
ナ公 爵を瞬時 に遠景化す る こ と に成功する か らで ある 。

こ の こ とが もた らす最大の 効果 は、 そ うしたザ モ
ー

ナ公爵 との 対比関係 を導

き入 れる こ とに よ っ て、 エ リザベ ス の 意識にお け る ウ ィ リア ム 自身を近 景化

する こ とで あろ う。 ウ ィ リア ム の こ の く 注釈 〉 にエ リザ ベ ス が 笑う。 そ の 結

果 、
つ ま り、 と もに 笑うとい う行為 に よ り、 ち ょ うど 『ヴ ィ レ ッ ト』 の ポ

ー

ル とル ー シ ー
が く 修道女 の 亡霊 〉 を共 視す る こ と と同様 、 否 、 そ れ以 上 に 、

両者間の 距離は 一
挙 に圧 縮 され る 。 そ して こ の 場合 、 当然 なが らとい お うか 、

シ ャ
ー ロ ッ トは 、 オー

ス テ ィ ン よ りさ らに大胆で ある 。 とい うの も、 前述 し

た よ うに 、 シ ャ
ー

ロ ッ トは脇役 で は な く、 主人公 自身 に禁断の 柵 を越 えさせ

るか らで あ る 。 こ れが 第
一

の 相違 で ある 。

図 1Branwell 　Bront6
，

　 　
“ZamQma ．35．

”

　 　from　The　Art　o’伽 B ”ontes

図2　Charlotte　Bronte，
　　

’‘
King　ofAngria ，

　Duke　ofZamorna
”

　 　 from 巧 ひε ハめoeJe 甜eε
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　次 に第二 の 相違 、
つ ま り柵 を越 え出る者と自由 との 関係 につ い て 、 オ

ー
ス

テ ィ ン と シ ャ
ー ロ ッ トの 場合の 相違 を考えて み よ う。 奔放 な情熱 の 行先が 結

婚 で は な く、愛人 関係 に あ っ た こ とは
、

エ リザ ベ ス の 場合 もマ ラ イ ア の 場合

も変 わ らない 。 だが 、 柵 を乗 り越 え る こ とが 、
マ ラ イ ア に と っ て は

、 拘束

（愛の な い 婚約）か らの 解放 として あ っ た の に対 して 、
エ リザ ベ ス の 場合 は 、

すで に解 き放 た れ て い る 者に対する挑戦 と して ある 。
つ ま り、 こ の 場面 に お

い て は 、
エ リザベ ス はす で に 自立 して お り、 自由 は確保 され た もの と して あ

る 。 こ こ で は 、 自由か らの 解放 で は な く、 彼 女の そ の 自由意志 の行使 の い か

ん が試 され る こ とに な る の で ある 。 さ らに 困難 な問題提起 とい えよ う。

　
“

Do　you　know 　that　there　is　not 　a　house　within 　two 　miles ＆ that　you 　are 　f（）ur

miles 　from　Zamorna　？
tJ

　
‘

『Yes．”

　
“You 　are 　aware 　then　that　in　this　shade ＆ solitude 　you ＆ Iare　alone ？

”

　
‘‘Iam ．

，，

　
“Would 　you 　have　trusted　yourself　in　such 　a　situation 　with 　any 　one 　you　did

not 　care 　f（）r？，，

　
“
No ．

”

　
‘cYou

　care 　fbr　me 　then？” “ I　do．” 　
“How 　much ？

”

．．．

　
“Now 　Elizabeth−

”
continued 　Sir　William　

“listen　to　the　last　question　1　have　to

put
−

＆ don ’t　be　afraid 　Df　me ．1’ll　act 　like　a　gentleman 　whatever 　your　answer

may 　be− You 　saidjust 　now 　that　all　men 　of 　rank 　were 　scoundrels − rm 　a　man 　of

rank 　 Will　you　be　my 　mistress − ？
”

（255−56）

　エ リザ ベ ス の 自由で 軽やか な足 取 りの 行 きつ く先 が 、 他 で もな い 、 その 自

由の 限 界 で しか な か っ た とこ ろ に 、
エ リザベ ス に対す る シ ャ

ー
ロ ッ トの 痛烈

な皮肉が読 み 取れ る 。 こ れが まず皮 肉の 第一
段階で あ る 。

　シ ャ
ー ロ ッ トの 習作は 、 （おそ ら くそ れが 、 習作 がお うお うに して 帯 び ざ

る を得 な い 身元証 明 と もい うべ きもの で あ る と思 わ れ るの だが 、 ）断片性 に
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満ちて い る 。 そ して シ ャ
ー ロ ッ トの 場合 、 そ うした 断片性は こ の 皮肉に お い

て もま た見出せ る 。
とい うの も 、

こ こ で は 、 作家の 皮肉の 対象 となる の は 、

な に もエ リザベ ス に 限 っ た こ とで は ない か らで あ る 。

一 瞬 、 動揺 した もの の 、

エ リザ ベ ス の 中で は 、 すで に誘惑を毅然 と拒む決意がな されて い る 。 揶揄は 、

その まま 、 誘惑者 、 ウ ィ リア ム 自身に跳 ね返 され る こ とに な る 。 彼が 自嘲気

味に すで に 彼女 に語 っ て い た言葉が 、
こ こ で は 別種の 意味を担い は じめ るか

らで あ る 。

　
ec
．．．Iwanted 　no 　companion

− I　used 　to　dream　indeed　of　some 　nameless 　being

− whom 　I　invested　with 　the　species 　of 皿 ind ＆ face＆ figure　that　I　imagined　I

could 　love− I　used 　to　wish 　fbr　some 　existence 　wi 七h　finer　feelings　and 　a　warmer

heart　than 　what 　I　saw 　round 　me
− I　had　a 　kind　of 　idea　that　I　could 　be　a 　very

impassioned　lover− if　I　met 　with 　a　woman 　who 　was 　young ＆ elegant ＆ had 　a

mind 　above 　the　grade　ofan 　animaL
”

（250）

　す な わ ち エ リザベ ス は 、 自らが ウ ィ リ ア ム の 理想 とす る 、 「動物並 み 」以

上の 「知性」が あ る こ と を証 明す るの だ が 、 そ れ が証 明 され る の は 、 ま さ し

く彼女が彼 自身の 誘惑 を断 る とい う行為 に お い て に他 な ら ない
。 しか も揶揄

は それ の み に留 まらない
。 ウ ィ リア ム は

、
エ リザベ ス が純 潔 を守 り通 そ うと

決意 した涙 を 、 そ れ が 、 実際に意味す る もの とは正 反対 の もの に、つ ま り彼

の 誘惑 に屈 す る涙 と解釈 して 、 自己満足 に 浸 る こ とに なる 。 ウ ィ リア ム もま

た
一

度ならず皮 肉の 好餌に 供 され る 。 シ ャ
ー ロ ッ トの 手当た り次第 と も思 わ

れ る皮肉か ら誰
一 人 自由で は ない

。

　こ れ まで 「ジ ェ イ ン の 羽 根飾 り」、 そ して 「ザモ ー
ナ 公爵の 胸幅」で み て

きた とお り、 ウ ィ リア ム は 、 自身が ア イロ ニ
ー の 戦略 に長 け 、 また エ リザベ

ス の 孤独を見抜 く者で もあ っ た はず だ が 、 結局 、彼 は象徴的 に も 、 また文字

通 りの 意味 で も、
エ リザ ベ ス を見失 っ て しまうこ とに な る。

一 98 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Kobe Kaisei College

NII-Electronic Library Service

Kobe 　Kalsel 　College

　 She　slipt 肋 m 　his　hold　like　an 　apparition ．．．
“Good −bye　Sir　William　I　implore

you 　not 　to　follow　me 　the　night 　is　light− 1　am 　afraid 　of 　nothing 　but　myself
− I　shall

be　in　Zamorna 　in　an 　hour，　 Good　bye
，
　I　suppose

，
　fbr　ever ！

”

　　
“Elizabeth！”

　exclaimed 　 Sir　William　She　lingered　for　a　moment − she 　could

　 not 　go
− a　cloud 　just　then 　crossed 　the　moon − in　two 　minutes 　it　had　passed　away

　
− Sir　William　looked　towards 　the　place　where 　Miss　Hastings　had　been　standing

　　 she 　was 　gone＿ （257）

主人公 、
エ リザ ベ ス

、 あるい は 、

一
方 の 語 り手で ある ウ ィ リア ム

、 心情的に

い ずれの 側 につ こ うと 、 読者 は 、作者 に よ っ て は ぐらか されて しまう。
エ リ

ザ ベ ス が姿を現す こ とは二 度 とな い か らで ある 。

　シ ャ
ー

ロ ッ トは
、 主人公 に柵 を乗 り越え させ

、 また 誘惑者 に 、 ま さ し く

「好 きな男」 とい っ し ょ で なけれ ば 、 こ こ まで くる こ とは な か っ ただ ろ うと

い われ る限界 に まで 主人公 を向か わせ る。 な る ほ どこ の 作者 は 、 ビア の い う

よ うに 道徳 観の 成熟が オ ース テ ィ ン よ り遅 れ て い た の か も しれ ない
。 そ して

この
“

she 　was 　gone
”

とい う結末 に よ っ て 取 り残 され る の は 、 な に もウ ィ リ

ア ム ばか りで は ない
。 こ の 誘惑者同様 、 読者 もまた 「空白」 を手 にす る 他な

い か らで ある 。 道徳的基準か らい えば 、 シ ャ
ー ロ ッ トは

“
she 　was 　gone

”
以

上 の 答 えを出す こ と は な い 。 だ が 、 こ の 空 白の 意味 は 大 きい で あ ろ う。 「ヘ

ン リ ・ヘ イス テ ィ ン グ ズ」 で 残 され た 隙 間 は 、 以 後 、
こ の 習作 を超 えて 、

『ジ ェ イ ン ・エ ア 』にお い て も微妙 に形 を変えな が ら、引 き継が れ て い くこ

とに なる か らで あ る 。 以下 に この 「空 白」 に つ い て 少 し考 えて み よ う。

　「ヘ ン リ ・ヘ イス テ ィ ン グズ」の 前作 、 「マ イナ
・ロ ー

リ
ー
」の マ イナの 場

合 に も同様に こ うした空 白は あ る 。 ザモ ー
ナ公 爵の 愛 人 に留 まる こ とを選 ん

だ彼女は 、 自分 に求婚 したハ
ー

トフ ォ
ー

ド卿 （Lord　Hartfbrd）の 前か ら姿を

消すの で ある。
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“

．．．Good 　bye
，
　I　shall 　try　to　avoid 　seeing 　you ｛br　the　future” ．．．Her 　absence

left　a　blank．．．nothing 　appeared 　there　nor 　on 　the　staircase 　of 　low　broad　steps

in　which 　it　terminated − She　seemed 　to　have　vanished ．．．（149）

　表現 は酷似 して い る 。 だ が 、 その 後が 「空 白」に なる こ とは ない
。

マ イナ

は 、 ザ モ ー
ナ公 爵へ の 情 熱 に 身を委ね る こ とに な る 。 決 闘 に よ っ て ハ ー ト

フ ォ
ー ドはザモ

ー
ナ公爵に手傷 を負わ されるの だが 、

マ イナ に とっ て は 、 そ

れ さ え も、 恐怖 で ある よ りは 歓 喜 の 気 持 ち を呼 び起 こ す もの と な る の で あ

る 。

Miss　Laury 　shuddered ，　but　so 　dark ＆ profound　are 　the　mysteries 　of 　human

nature
，
　ever 　allying 　vice 　with 　virtue

，
　that 　I　fear　this　bloody　proof　of　her

master
’

s　love　brought　to　her　heart　more 　rapture 　than　horror．（165）

　 こ う したマ イナ に比較 して み れ ば、 「ヘ ン リ ・ヘ イス テ ィ ン グ ズ」 に お け

る エ リザ ベ ス は い くぶ ん く 進化 〉 して い る 。
エ リザベ ス の 、 文字通 りの 「空

白」は 、 それが態度保留 と して の もの で あれ 、 少 な くと も、
マ イナ の よ うに

「情熱」で 塗 り込 め られ る こ とは な い か らで ある 。

　 そ れ で は 、 こ の 習作 に お い て 手 つ か ずの ま まに お か れ た 空 白は 、 以 後 、

シ ャ
ー ロ ッ トの 円熟期 の 作品 で は どの よ うな経過 を辿 っ て い くの で あろ う

か 。 出版 第一 作 で ある 『ジ ェ イ ン ・エ ア 』に至 っ て こ の 空 白は再現 され 、 埋

め られ る 。 も っ と もそ れ はい くぶ ん歪 な形 で ある こ とは免 れない 。

　『ジ ェ イ ン ・エ ァ 』で は 、
ロ チ ェ ス タ

ー とジ ェ イ ン は愛人関係 に 陥る 危機

を最終的に は 乗 り越 えて 、 無事 、 結婚に まで 到達 する 。 二 人の 結婚の 障害と

な っ て い た 、
ロ チ ェ ス タ ーが幽閉 した妻は 自ら火 の 中に 身を投 じて 消滅す る 。

他 方 、 ジ ェ イ ン は 、 叔父の 遺産を相続す る。 彼女は今や 、 屋 敷 を消失 させ て

しまっ た ロ チ ェ ス ター に財 力的 に 迫 る の み な らず 、負傷 した 彼 に対 して 肉体

的に も優位 な立場 とな り、 両 者間に あ っ たか つ て の格差 は
一

挙 に 縮小 され る 。
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　こ うして 「ヘ ン リ ・ヘ イス テ ィ ン グ ズ」 に残 さ れ た 厂空 白」 は 、 『ジ ェ イ

ン ・エ ア 』 にお い て 解 消す る 。 問題 は きわ め て 首尾 よ く解決す る 。 しか し 、

同時に 、 こ の 徹底 した 首尾 の よ さが 、

一種 の 歪 さ 、 便 宜至 上 の 観を与 える こ

と もまた確か で あろ う。 しか し、 シ ャ
ー ロ ッ トは こ う した形 で 習作で の 積み

残 し を解 決 す る 。

一 応 、 習作 の こ の 「空 白」 に 決 着 を つ け る の で あ る 。

シ ャ
ー ロ ッ トが テ ーマ と した こ うした情熱 と理 性 、 その 二 者択

一
の 問題 は 、

以 降 、 女性 の 精神的 、 社会的自立 の 問題の 方 へ とず れ込 ん で い く。 そ れ は あ

る意味 、 賢明なずれ とい わねば な らない で あろ う。
シ ャ

ー
ロ ッ トが最終的 に 、

真の 意味で 決着 をつ ける こ とに な る の は 、 こ の 女性 の 精神的、社 会的 自立の

問題で ある よ うに 思 われ る 。

2D

兄妹の テ
ー

マ

The　m α n 　would 　have 　cut 　his　throat 　long　since 　if　he　hαd　been　left
alone ．

　エ リザ ベ ス の 造形に よ っ て 、 作家 、 シ ャ
ー

ロ ッ ト自身 と等 身大 の 主人公 が

誕 生 した こ とは 、
こ れ まで 考察 して きた通 りだが 、 主人公 をめ ぐる状況に お

い て もまた 、 シ ャ
ー ロ ッ トの そ れ と酷似 した もの が現 れ る 。 た とえば エ リザ

ベ ス と ヘ ン リ との 関係 性 は 、 ま さ し くシ ャ
ー ロ ッ トと ブ ラ ン ウ ェ ル とい う、

こ の 作家の く 現実 〉 に よ っ て濃厚に色づ けされて い る ように思 われ る 。

　ブ ラ ン ウ ェ ル は、 ヘ ン リの よ うに殺 人 は犯 さな い
。 しか し 、 ブ ラ ン ウ ェ ル

の 、 世 間の 掟 に対す る 侵犯 、
ロ マ ン 主義的堕落 、 そ して 結果 と して もた らさ

れ る 家族の 失意 とい っ た点か らすれ ば 、 （そ れ らは 、
エ リザベ ス ・ギ ャ ス ケ

ル （Elizabeth　Gaskell）が 、 シ ャ
ー ロ ッ トの伝記 を試 み る に あた っ て 、 自ら

選 ん だ方 向性 に沿 っ て い くぶ ん 誇張 、
バ イ ア ス され て い る部分 が あ る と認め

る に して も）シ ャ
ー ロ ッ トとブ ラ ン ウ ェ ル の 姉弟 関係 は こ の 習作 の エ リザベ

ス とヘ ン リ との 関係性 に容易 に重 な っ て くる で あろ う。
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　 しか し 、 青年将校 の 堕落 と逃亡 とい う、 ある種 、 悲壮感 を漂 わせ た劇的効

果 は 、 ウ ィ リ ア ム の 発 し た た っ た
一

つ の 切 り込み 、 乾 い た哲学 と もい うべ き

もの に よ っ て 、

一
挙 に熱 を冷まされ る もの に な る 。

Imore 　than　once 　so　hemmed 　hi】n 　il1＆ harassed　him ．．．that　he　must 　have

been　at　the　verge 　of　absolute 　starvation
− the　man 　would 　have　cut 　his　throat

long　since 　if　he　had　been　left　alone − but　while 　others 　seek 　his　life　to　take 　it
，
　his

obstinate 　nature 　wil1 　lead　him 　to　defend　the　wor 七hless　possession　to　the　last，．．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （205）

　す で に エ リザ ベ ス の 誘惑の 場面 に お い て 考察 して きた よ うに 、 ウ ィ リア ム

で さえ揶揄の 嚆矢 を免れ な い とは い え 、 彼の 言説は 常に鋭い 切先を もっ て い

る 。
ヘ ン リの 逃亡劇 にお い て も彼 の こ の

一
言が 、 ま さ し く作 家 シ ャ

ー ロ ッ ト

の 立場 を代弁 して い るで あろ う。 彼女 は 、 自らの 現実 と酷似 した状況 を設 定

しなが らも、 登場人物達か らは作家 と して の 距離（デ ィ タ ッ チ メ ン ト）を保つ
。

そ して シ ャ
ー ロ ッ トが確保す る こ の 距 離 は 、 作家 自身の 現実 を形づ くる コ ン

テ ク ス トが 、
こ こ で は虚構の た め の

一一
つ の プ リテ ク ス トに さえな り得る こ と

を証明す るだ ろ う。 作 品 にお い て 、 現実は 、 む しろ い わ ば消費 され る もの と

な る 。

22〕作家誕 生の 原点で あ る 。

　兄妹の テ ー マ は 、
ヘ ン リ／エ リザ ベ ス の 関係性 の み な らず 、 ザモ ー

ナ公 爵

夫人となっ たメ ア リ と
、 ウ ィ リアム との 関係 にお い て も再び繰 り返 される

。

23）

こ の 習作 の 書 き出 しに は 、 た とえば オー ス テ ィ ン の 『高慢 と偏見』 の 冒頭 を

さえ彷彿 させ る 、 作家 の 並 々 な らぬ 力量が感 じられたの だが 、
エ リザ ベ ス と

メ ア リ、 ウ ィ リア ム に よる こ の 対話場面 に も、兄妹の テ
ー

マ の み な らず、 の

ちの ちこ の 作 家の 円熟期 の 作 品 を特徴づ けて い くよ うな もの が い くつ か見 出

せ る 。 以下 に 、 兄妹の 関係性 とい うパ ター ン の 再現 を検証 して い くが 、 同時

に 、 その テ
ー マ を取 り囲む よ うに して 描出 され て くる 、 シ ャ

ー ロ ッ トの 作家

的資質の 表出
一

つ ま りエ リザ ベ ス と公 爵夫 人 とい う、 対話者 同士 の 心 理 の 葛
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藤 、 そ して レ トリッ クに よる転覆一 を考察 して み たい 。

対話者の 葛藤
‘
¶ 1ゐα ’ ¢謬o θsshe 　mean 　2，，

　 まず対話者 同士 の 心理 の 葛藤で ある が 、 そ れ は 、 兄 の 減刑 を嘆願 に きた エ

リザ ベ ス と 、 ザ モ ー
ナ公 爵夫人 で ある メ ア リ 、 こ の 両 者 そ れ ぞ れの 意識内で

の 対決 とい う形 で な され る 。

　 こ の 考 察 に入 る前 に 、 二 人の 女性 の 共通点 が 、 （揶揄 に満 ちた こ の 習作 に

あ りなが ら）両者 と も作 家か らあ る種類 の 揶揄 は免 れ て い る こ とに 注 目 して

み よ う。 そ れ は 「媚態」へ の 揶揄で あ る 、 媚態 に対する揶揄 に関 してい えば 、

そ れ は シ ャ
ー

ロ ッ トの 常套 と もい うべ きもの に なっ て お り、 登 場人 物が そ う

した揶揄 を免 れ て い る こ と自体 、 そ の 登 場人物 に対 する作家 の 距離の 近 さの 、

そ して ときと して 、 彼 らが作 家 の 共謀者 的存在で ある こ との
一

つ の 記号 とみ

な して よい だろ う。

　逆 に い えば 、 俗物 に お い て は 、 女性 の 媚態 は すで に暴 か れ た もの と して あ

る 。 円熟期 の 作 品 を例 に とれ ば
、 『ジ ェ イ ン ・エ ア 』の ブ ラ ー ン シ ュ ・ イ ン

グ ラ ム （Branche　Ingram ）で あ り、 『ヴ ィ レ ッ ト』の ジネ ヴラ ・フ ァ ン シ ョ ウ

（Ginevra 　Fanshow ）で あ り、 そ して 『教授 』の ゾ ラ イ
ー

ド ・リ ュ
ー

テ ル

（Zoraide　Reuter）で ある
。

こ の 「ヘ ン リ ・ヘ イス テ ィ ン グズ」 に お い て も、

ジ ェ イ ン の 媚態 は 、 彼女 の鈍 さ同様 、 まさに 彼女が 身につ け た羽根飾 りの 比

喩
一

つ で 転覆 させ られ る もの と な る の だ 。 他 方 、 ル イ ー ザ ・ヴ ァ
ー ノ ン

（Louisa　Vernon ）の 媚 は 、 そ の 演技の 裏が 暴 か れ る こ とに なる 。

．．．shaking 　her　head　meantime 　in　affected 　rebuke
−

so 　as 　to　produce 　a　pretty

waving 　motion 　in　her　big　curls 　and 　cause 七hem 　to　stray 　readily 　upon 　her

cheeks ＆ neck
− this　charming 　pantomime 　having　been　acted 　a　due　length　of

time
，
　she 　saw 　fit　to　start ＆ acknowledge 　my 　approach ．．．．（187）
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　男性の 歓心 を買うため の く 絵 づ くり〉 に励 む女 は 、 オ
ー

ス テ ィ ン もま た得

意 と した描写対象で ある 。
この ル イ

ー
ザ は、 た とえば 『ノ ー

サ ン ガ ー ・アベ

イ』に お け る イザベ ラ ・ソ
ー プ （lsabeila　Thorpe ）で あ り、 『高慢 と偏見』

にお ける キ ャ ロ ラ イ ン ・ビ ン グ リ
ー

（Caroline　Bingley）で あ ろ う。

　そ して 「ヘ ン リ ・ヘ イス テ ィ ン グズ」 の 最終近 くに現 れ る 、 か つ て 恋 に 生

死 を賭 した は ずの 情熱 的 な恋人 、 ゼ ノ ビ ア も例外で は ない
。 元恋人 、 ザ モ

ー

ナ公 爵 に寄 り添う彼女は 、 今や 、 彼の 言葉 を借 りれ ば 、
“

magnificently

round
”

で あ り、 彼 か ら
“babe　unb 。rn

”

（260）程度 の 理 解力 しか ない と揶揄

され るの で ある 。 まさ に こ うした意 味 （価値）の 落下 は 、 シ ャ
ー ロ ッ トの 晩

年の 作 品 、 『ヴィ レ ッ ト』の ル ー シ ー が 詳細 に 描 写す る 「肥満女性 」が 、実

は 「ク レオパ トラ」で あ っ た とい うコ ミ カ ル な落下 に も連 な っ て い くもの で

あろ う。

　 と もあれ 、
エ リザベ ス に論 を戻せ ば

、
こ の 主 人公 は 、 上記の よ うな媚 とそ

の 種明か し 、 内幕暴 露 とい っ た もの か らは安全 圏内 に い る 。 だ が 、 そ うした

図3　Facsimile　of 　Charlotte

　 　 Bront芭’s　Manuscript
　 　 from　Fiv〔l　Novelettes

図4　Charlotte　Bront6，

　 　
‘‘
bearing　close 　rese 皿 blance

　 　to　her　authenticated 　portrait
　 　 of 　the 　Duchess　of 　Za 皿 orna 　at

　 　 Alnwick”

　 　 負℃ m 　Five八厂0ひelettes
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彼 女で さえシ ャ
ー ロ ッ トの 揶揄を免れ るわけ に はい か ない の で ある 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ　　
　
　　ボ 　　ア　　イ

　 シ ャ
ー ロ ッ トは 、

こ の 何者 で もない 小柄な 主人公 に 、 自分 の 厂洞察力」、

厂知性」 に対 す る あ り余 る 「自負」 を授 けて い る 。 ザ モ
ー

ナ公 爵夫人 との 対

面 に お い て 、
エ リザベ ス は 自意識の 中で 、 夫人の 「目も眩 むほ どの 美の 全 能

性」（the　Dazzling　omnipotence 　of 　beauty）に 対 して 、 厂取 る に足 りぬ 容姿

に関わ る不 面 目」（the　Degradation　of　personal　insignificance）とい う対極

に 自分 を位置づ ける 。 彼女は美 を軸 に した 対比 、
バ ル トの 言葉 を用 い れ ば 、

「意味の 演ずる ス ペ ク タ クル 」
24｝に よ っ て た ちまち卑小化 され る 。 だが 、 そ

れ を行 うの は 、 ま さに エ リザベ ス の 自意識 、 言葉を換えれ ば 、
こ の 洞察力 、

知性 に他 ならない で あ ろ う。

　 しか し、 その
一方 で 、 卑小化 され た はずの 彼女 は 、 公爵夫人 が 自分 に対 し 、

果 た して命令す る権利 な どあ る の か と疑問を呈 し 、 公爵夫人 の 指図に は耐 え

られ ない と憤慨す る ほ ど高慢で あ り、 対話相手で ある 公爵夫人 に、 こ の 人 間

はい っ たい 何が い い たい の か とい ぶ か らせ る まで に誇 り高 くあるの だ 。 度を

越 した誇 りは傲慢 さに よほ ど近 い もの にな る 。

　公 爵夫人 の 傲 慢 さが 、 そ れ 自体 、 誘 い 水 と な り、
エ リザベ ス か ら も容 易 に

同種の もの を誘 き出す 。
エ リザベ ス は 、 は か らず も自らの 傲慢 さ を披瀝 して

しま うの で あ る 。 円熟期の 作品 に お ける ジ ェ イ ン ・エ ア に しろ 、
ル ー

シ
ー ・

ス ノ ウ に しろ 、 誇 り高 き主 人公達 で あ る こ と に は変わ りない
。 だ が 、

エ リザ

ベ ス の 場合 、
こ の 主 人公 に対す る作家の 同調 は 、

い か に も不安定 なもの で あ

り、 その ア イロ ニ ー の 強烈 さ に は 、 主 人公 で さ えい つ なん ど き喜劇的人物 と

して 転覆 させ か ね ない 、 意味の 、
い わ ば震えが ある 。

　 しか し、
こ の 意味の 震 えは辛うじて 安定を保ち得る 。 主人公自身が それを

自覚 して い る た め で あ る 。

c‘What 　a 　fool　I　am
”

she 　thought　to　herself．“To　have　spent 　the　best　part　of 　my
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life　in　learning　how　to　propitiate　the　vices ＆ vanity 　of 　these　Aris七〇crats − ＆

now
，
　when 　my 　skill　migh 七do　some 　good

− I　am 　on 　the　point　of 　throwing 　it　away

for　the　sake 　of　a　pique　ofoffended 　pride ．．．
”

（225）

　こ う した 誤謬 に 対す る主人公 の 自覚、 自己認識は 、 『高慢 と偏見』 の エ リ

ザベ ス ・ベ ネ ッ トを彷彿 させ る 。 シ ャ
ー ロ ッ トの エ リザ ベ ス は滑稽な まで に

誇 りに固執す る の だ が 、 そ うした 自分 を眺め て い る もう一 人の 自分 の 存在ゆ

えに 、 言葉 を換えれ ば 、 自分 自身 との 間に 、 ある種の 〈 距離〉 を獲得す る が

ゆ えに 、危 うい とこ ろ で カ リカ チ ュ ア の 烙 印 を免れ る の で あ る 。 自分 の 作 品

が 、 と きと して 喜劇 に堕 しか ね な い 危険性 を 、 作家 、 シ ャ
ー ロ ッ ト自身が 、

どの 程度自覚 して い た か は わ か らない
。 だが 、 こ の よ うに描 き出 され た対話

者 間に お ける意識 の 緊迫 に は興味深 い もの が あ る 。 カ リカ チ ュ ア と冷徹 な 自

己認識 との 間の きわ どい バ ラ ン ス
ー

お そ ら くこ うした きわ どさは 、 書 き手 、

シ ャ
ー ロ ッ トに と っ て も大 きな魅力で あ っ た だ ろ う。

25 ｝ そ して こ こ で も彼

女 は 決定的瞬 間に 「道化の 鋭 い つ ば」
26）を逃れ るの で ある 。

　また こ の 対話場面で は 、
エ リザベ ス の 感情 を め ぐっ て

一
つ の かすか な落下

が仕掛 けられ る 。 以 下 に そ れ をみ てみ よ う。 こ の 主人公 は 、 結局 、 兄 の 減刑

嘆願 に失敗 し、 意気消沈す る 。 それ は 、 自分 の 行為が 兄 に む しろ害を招 く結

果 とな っ た の で は な い か とい う、 妹 と して の 当然 の 懸念 ゆえで あ るの だ が 、

それ と同等 に 、 否 、 それ以 上 に 、 秘か に恋 心 を抱 い て い る ウ ィ リア ム に失態

を見せ て し ま っ た とい う自己 嫌悪の た め で もあ る 。
エ リザベ ス の 意識 の 中で

は、 兄の 生命 とい う大事が 、 自分 の 恋 と同列 にお か れ る。 そ こ には 当然 、 微

小 な落差が 生 じて くるの だが 、感情 の あ り方 と して は 、
ご く自然 な成 り行 き

で あろ う。 そ し て 心理の 機微 とい う点か らす れ ば 、 そ れ が か え っ て 描写 に迫

真性を もたせ る こ と になる 。

　 興 味深い こ とに 、 た とえ ば オ
ー

ス テ ィ ン の 『説得』（Persuα sion
，
1818）に

お い て もまた 、 主人公 に 同様 の 感 情の 起伏 が み られ る。 転落事故を起 こ し、
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意識不 明に な っ たル イ ーザ ・マ ズ グ ロ ー ヴ （Luisa　Musgrove ）を 、 主人公 、

ア ン ・エ リオ ッ ト （Anne 　Ellio七）は懸命に 介抱す るの だ が 、 そ うした人 間の

生死 に 関わ る重大事に 際 して さえ、 ア ンの 意識にあ る の は 、 自分 を傍 らで み

て い る 、 か つ て の 恋 人 、 フ レ デ リ ッ ク ・ウ ェ ン ト ワ ー ス （Fredrick

Wentworth ）の こ とで あ る 。 彼女 の 意識を占拠す るの は 、 こ の よ うに臨機応

変に対処 して い る 自分 を 、 彼 はい っ た い どの よ うに評 価 して い るの だ ろ うか

とい う思 い で ある 。

27）小 さな存在で しか ない 人 間の 心 を 占め る の は 、

“

acci −

dent”

で あ る よ りは 、 む しろ
“incident”

で ある か もしれ ない とい っ た一
つ の

推論、 28）それ が こ こ で も当て は まる 。

　 と もあれ 、
こ こ で 再び 「ヘ ン リ ・ヘ イス テ ィ ン グ ズ 」 に話 を戻せ ば、 意味

の 落下 、 落差の 産出 とい う点 で は 、 こ れ まで 述べ て きた よ うな情 に と っ て は

自然で あ る もの よ りは
、

は る か に過激な もの が 、
エ リザベ ス と公爵夫人 との

対決場 面の 直後 に 仕掛 け られ る こ と に なる 。 作家 の レ トリ ッ ク に よ っ て で あ

る 。 以下 に まず 、 ウ ィ リア ム と公爵夫人 との 問で 再現 され る兄妹の テ ーマ を

考察 した後 、 その 落下 の レ トリ ッ ク を検証 して み よ う。

牛追い の 娘
‘‘Come ， 1，tl　have 　none 　of 　Edward ，

s　sl α ng
，，
　rq／oined 痂 e　Drover ’

s

daughten

　兄妹の テ
ー

マ は 、
こ こ で は 、 ウ ィ リア ム と公 爵夫人の 会話 とい う型 に お い

て展 開 され る とは すで に述べ た 。 以 下 に一 例 を挙 げて み よ う。

“

Then 　be　silent
，
　Sir

，
！
”
broke　in　Queen　Mary ．

“
Nay

，
1

’

ve 　a　right 　to　speak 　
”

was 　the　answer ．
“ The 　man

’

s　a 　monomaniac
−−1’11　swear 　to　it　 God 　bless　me

，
1’d

never 　marry 　if　I　thought 　I　should 　inherit　the　wild 　delusion　of 　believing　that　all

the　male 　children 　who 　might 　be　borne　to　me 　were 　devils．” “ He 　never 　said 　or

believed　that　you ＆ Edward 　were 　devils’− he，d　have　been　near 　the　truth　if　he
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had　
” “ No

，
　the　Gentleman 　dare’

nt ［sic ．］say 　such 　a　thing − it’s　too　horrible　a

supposition 　to　be　expressed 　in　words − in　his　hypochondria　dread　he　mus 七dark−

ly　have　concluded 　that　he　himself　was 　not 　altogether 　human −−but　a 　something

with 　a 　cross 　of 　the　fiend　in　it− that ’

s　just　the　lunatic’s　idea
，
＆ he　thinks　his

sons 　take　after 　their　Demon 　father．．．”

（227−28）

　 この ウ ィ リ ア ム の 台詞 に は 父親 を憎悪 しなが らも、 「悪霊」 を共通項 に し

た 、 父 ・息子 の 密着 、 さ らに厳 密 にい えば 、 息子側の 父親 に対 す る 、 む しろ

癒着が み られ る 。 こ の 場面で は 、 父親との 精神的断絶 とい う点 も含め て 、 兄

妹の テ
ー

マ は実 に 鮮明 に 感 じ られ る 。 兄 妹の 会話 と い う劇的手法が用 い られ

て い る こ と も一 因 となろ うが 、 手法的 に い えば 、
こ こ で は シ ャ

ー ロ ッ トの レ

トリ ッ ク、 そ れ に よ っ て 産 出 され る落差 の 強烈 さが その 効果 に大い に関わ っ

て い る こ とは注 目すべ きで あろ う。

“ Come
，
1’ll　have　none 　of 　Edward ’

s　slang
”

rejoined 　the　Drover ’

s　daughter− “1’d

say 　the　same 　to　his　f彑ce ”

answered 　that　Drover
’
s　son ．（227）

　兄妹の 諍い の 場面 に 突如 、 現れ た 「牛追 い の 娘」 は 比 喩で す らない
。 厳然

た る （と大上段に構える の も不似合い なほ どの 、 単 なる ）事実の 言い 換 えに

すぎな い
。 な る ほ ど 、 メ ア リは 、 厂公爵夫人」で あ る と同時に 「牛追い の 娘」

で もある こ とは 否定の しよ うもな い 事実 で あ る 。
こ の不 意 に 持ち出 され た別

称が もた らす 落下 は 、
こ れ まで 考察 して きた 荒野 の 誘惑で の 落下 、 そ して エ

リザ ベ ス の 意識 をめ ぐっ て の 落 下 に も連 な る もの で あ ろ う。 しか し 、 細 部 で

は あ りな が ら 、
こ れが もた らす落差 は 、 さ らに過激 な もの とな る 。 まず 、 公

爵夫 人が帯 び て い る 威厳 、 高貴 さは 、 確か に厳然 た る もの で あ っ た 。 す で に

考察 した よ うに 、 それは 、
エ リザベ ス を威圧 し 、 こ の 主人公 の 傲慢 さ を、対

比 的 に喜劇的な もの に まで 地滑 りさせ か ね ない 威力 に 満 ちて い た 。 その 威厳

が こ の 別 称
一

つ に よ っ て 、 瞬時に、 ひ とた ま りもな く地 に 墜 ち る 。 絶妙 の タ
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イ ミ ン グで 仕掛け られ た ア イ ロ ニ
ー

に は 目 を見張る もの が ある 。

　 だが 、 こ の 場 にお ける落下 には 、 単 なる ア イロ ニ ーの 効 果 以上の もの があ

りは しまい か 。 な る ほ どザ モ ー ナ公爵夫人 とサ ー ・ウ ィ リア ム ・パ ー シー と

は 、 と もに 「牛追 い の 娘」 と 「牛追い の 息子」 と して 、 まさ しく単 に言 い 換

え られ る こ と に よ り、 あえな く転覆 させ られ る 。 だが 、 両者 を コ ン テ クス ト

の 中 に戻せ ば 、 彼 ら は 、 その 肩書 きが剥 ぎ取 られ 、 （ウ ィ リア ム の 言葉 を用

い れ ば 、 ま さに 「生皮が 剥が され」 る こ と に よ り）、 両者の 会話は 、
い わ ゆ

る裸の 、 （父親 も含め た ）兄 妹関係 と して の 展 開が 可能 と な っ て くる 。 こ の

場面 にお ける兄妹 閲の 会話 は 生 々 し さを帯 び る とは す で に述べ た 。 だが 、 そ

れ に は
、

こ うした シ ャ
ー ロ ッ トの 巧妙 な レ トリ ッ ク 、 予 め な され た 転覆が 大

き く関与 して い る こ とは注 目すべ きで あろ う。

　兄妹の テ
ー

マ は 、 そ れ 自体 、 当然 、 大 きな比重 を 占め る もの で あ るの だ が 、

細部の よ うに み えな が ら 、 「牛追い の 息子」、 「牛追い の 娘」に よ っ て な され

た落下 の 効果 も、 レ トリ ッ ク 的側面 か らみ れ ば 、 同様 に興 味深 い 現象 がみ え

て くる 。 落下 、 落差の 効果 は 、 以下 に 続 く最終章に まで 連動 して い る よ うに

思 わ れ る か らで あ る 。 最終章で は 、 そ の 愛憎 に まみ れ た 「悪 霊」、
つ ま り

ウ ィ リア ム の 父親で あ る ア レ グザ ン ダー 自身の 登 場が あ るの だが 、 こ こ に も

また落下 は仕掛け られ る 。

「虹」 と 「小ネズ ミj
clust 　as 　he ω ould 　put 　bα ek 　a ω hite　mouse 　convicted 　oプ　attempting

to　escape 　from　its　cαge・

　最 終章で は 、 二 代 目 ウ ィ リア ム の 手の 届 か ぬ 、 そ して 生涯に 亘 っ て 「虹を

追 う子 ど も」 （achild 　chasing 　a 　Rainbow ）（240 ）で あ る 、 ア レ グ ザ ン

ダ
ー ・パ ー シ ー

が描 き出 され る 。 ザ モ ー
ナ公 爵の 家庭 内の 騒 々 しさ とは 隔絶

され たか の よ うに 、 静寂が支配する マ ン トル ピー
ス の 前 で ある 。
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Behold
，
　at 　the　feet　of　this　celestial 　fbrm

，
　this　heavenly　thought 　embodied 　ill

marble
，
　sat 　or　crept 　or　rolled 　a　human 　infant− yea ，

　an 　absolute 　child ．．．it．．．

seemed 　inclined　to　overpass 　this　formidable　barrier＆ make 　an 　incursion　in七〇

the　fiely　district　beyond− Whenever 　these　signs 　of　a 　rising 　spirit 　of 　discovery

occurred
− the　tall　pensive　Gentleman　would 　bend　down ＆ with 　a　gentle　hand

remove 　the　Adventurer　to　its　own 　limits− just　as　he　would 　put　back　a　white

mouse 　convicted 　of　attempting 　to　escape 伽 m 　its　cage ．　These　transactions　took

place　in　silence 　neither 　God−like　Man 　nor 　impish　child 　seemed 　gi翫ed 　with 　the

faculty　of 　speech ．（263−64）

どこ か詩的雰 囲気 を漂 わせ る 、 円熟 した年齢の こ の
“

God −like　Man
”

が

相手 にす る の は 、 しか し 、 まだ歩 くこ と もで きな い 幼児で しか な い
。 勇猛 果

敢 な戦士 、 そ して 「牛追 い 」 は今 、 荒 くれ た敵軍 どこ ろ か 、 牛 よ りもは る か

に卑小 な 「小 ネズ ミ」一 匹 を相手に悪戦苦闘 して い るの で あ る 。

タ
捷nOrBe枇10ahC5図

」‘
evocative 　of　Zenobia　Ellrington，

Countes 呂 of 　Northangerland”

from　Fiv2ハ ）々oelettes

図 6　Branwell　Bronte，
　　　

“
Alexander　Percy

，

　　　Earl　ofNorthangerland
”

　　　 凸℃ mFive 　N （）velettes
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　シ ャ
ー ロ ッ トは 「ヘ ン リ ・ヘ イス テ ィ ン グ ズ」 に お い て 、 習作 な らで は

の 〈 未熟 さ〉 を露呈 して い る 。 た とえばシ ャ
ー・ロ ッ トは 、 主人公 エ リザ ベ ス

が 誘惑の 罠 に あ わや 陥 る か に み せ か けな が ら 、 決定的瞬 間 に そ れ を免れ させ

る の だが、 それ は
“

she 　was 　gone
”

とい う空 白に よ っ て 辛 うじて 切 り抜けられ

る だけで あ り、 以後 、 こ の 主 人公 は 、 読者の 前 に さえ二 度 と戻 っ て くる こ と

は ない
。

こ うい っ た一
種の 方便は こ の 習作 の 断片性 を物語 る もの とな ろ う。

また 、 こ の 習作 で は 、 そ うした 危機 を孕 む荒野の 場面 を引 き継 ぐの が 、 問題

提起 され た ばか りの 、 情 熱 と理性 の 深刻 な相 克 とい っ た もの とは 無 関係な 、

否 、 お よそ対照 的で す らある
、 ザモ ー ナ とゼ ノ ビア の 世俗的な 日常会話で し

か な い こ とに よ っ て 、 読 者 は拍 子抜 け させ られ る 。 それ に よ っ て 、 こ の 習作

の 断片性 は さ らに 強調 され る 。 結果 、 そ うした 断片 性 は 、 ときと して 物語 の

不統
一
性 と して 断罪 され る こ と に もなる

。

29）

　だ が 、 い くぶ ん 目を凝 ら して 眺め て み れ ば 、
こ こ に もや は りあ る種 の 統

一

性が透 けて み えは しまい か。
こ れ まで み て きた シ ャ

ー ロ ッ トの 連鎖的ともい

え る覆 しの 構 図か らす れ ば 、
こ こ に は見事 な まで の 統 一 が あ る 。 「胸幅 2

フ ィ
ー

ト」一 すで に考察 した よ うに 、 ウ ィ リア ム の 揶揄 に よ り、 ア ーサ
ー

は

遠景 に葬 り去 られ る の だ が 、 揶 揄の 行 為者 、
つ ま りそれ を口 に す る 当事者 、

ウ ィ リ ア ム 自身 もまた
、 別種の 揶揄に よ っ て 覆 され る 。 前述の 通 りで ある 。

そ して そ の 直後の 場 面で は 、 他 で もない
、 ウ ィ リア ム の 揶揄の 対象 、 文字通

り 「胸幅 2 フ ィ
ー ト」の ザ モ ー

ナ公 爵の 再登場 に取 っ て 代わ られ る こ とに な

る 。 ウ ィ リア ム の 揶揄的な注釈 に よ っ て 戯画化 され 、 瞬時に遠景化 され た は

ずの ザ モ ー
ナ公爵が 、 い まや肥 満気 味 の 中年男性 とな っ て 、 〈 復活 〉す る こ

とに よ り、 ア イロ ニ ーの 連鎖 ともい うべ きもの は 、 む しろ統
一
性 を もっ て 維

持 され る とは考え られない だ ろ うか 。

　オ
ー

ス テ ィ ン 顔負 けの 、 シ ャ
ー ロ ッ トの 揶揄 、 諷刺 に 対す る嗜好 、 そ して

駆 られ る よ うに 実践 され て い く転覆 へ の あ くな き挑戦 は 、 自らの 前 述 を覆 し
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て や む とこ ろ が ない
。 夥 しい 落下 、 落差 、 そ して 断片性一 シ ャ

ー ロ ッ トの こ

の 習作か らまず読み取れ る の は 、
こ う した もの の 集積で あろ う。

　シ ャ
ー ロ ッ トの こ うした嗜好は、 しば しば 「忍 び笑い 」に捉え られ そ うな

危機 を孕 んで い る 。 しか し 、 こ れ まで 考察 して きた よ うに 、 こ の 習作の 最終

の 二 章 にみ られ た落差一 ザ モ ー
ナの 復活 、 そ して 、 小 ネズ ミ を相手 に した ア

レ グ ザ ン ダ
ー

の 悪 戦苦 闘
一

は、 冒頭部 に お ける落 差 （つ ま り、 チ ャ
ー ル ズ が

掲載する、 生存の た め に 財産ある妻を求め る とい う、 体 の よ い 、

一 種 の 身売

り広告の 軽妙 さ） と、 い わ ば呼応 して 、 ある 種の 統
一 性 を確保 して い る よ う

に思 われ る 。

　そ して 、 こ うした 「ヘ ン リ ・ヘ イス テ ィ ン グ ズ」にみ られ る シ ャ
ー ロ ッ ト

独 自の
一

種 の 統
…

性 と と もに 、 見逃 して は な らない の は 、
こ の 習作 に確か に

息づ きは じめ て い る シ ャ
ー ロ ッ トの 虚 構性 ともい うべ き もの で あ る 。 そ れ は 、

こ の作 家がお そ ら く終生 、 手放す こ との な か っ た作家的姿勢 だ と思 わ れ る 。

　 シ ャ
ー ロ ッ トは 、 ザモ

ー
ナ公 爵を は じめ とす る 王侯貴族 を好 ん で 描 い た 。

しか し 、 語 り手 を 、 勇猛 果敢 な、 あ る い は華麗 な主 役で は な く、表舞台 を降

りた 者 に委 ね る こ と に よ っ て 、
つ ま り、 語 りの 周縁性 を強調す る こ と に よ っ

て 、 すで に作 家 の 、 作 品か らの 距離（デ ィ タ ッ チ メ ン ト）は 、 宣言 され た も同

然 とな る 。 作家 の 作 品 に対 す る距 離 は 、 すで に前提 とされ て い る 。 習作時代

の 終焉 、 ま さに ア ン グ リア 王 国が作者自らの 手 に よ っ て 封印され よ うとす る

と き、物語の 中心 は 、王侯貴族か ら庶民に 手渡 される 。 舞台は 、 本質的に は 、

ア ン グ リア王 国か ら ヴ ィ ク トリア 朝英国 に移行す る 。

　すで にみ て きた よ うに 、 シ ャ
ー ロ ッ トは 、 そ うした多感 な若い 女性 の 幻想

物語 を 、 自分 の 等身大へ と引きつ けて い くの だ が 、 そ れ は
、 当時の 彼女 を取

り巻 く環境、つ ま りは 、現実が 、 その まま彼 女の 作 品世界の 中 に移 し変え ら

れ て い くとい う意味 で は な い
。 彼女の 虚構は 、 依然 、 虚構 と して あ る 。 社会

的 、 文化的 コ ン テ ク ス トは 、い っ そ い っ て しまえば 、 こ こ で は む しろ 彼女 の
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創作の プ リテ クス トと して消費 され て しま うもの と して あ る。

　た とえ ば 、 「ブラ ン ウ ェ ル 」、 「家庭教師」 は 、 シ ャ
ー ロ ッ トを取 り巻 く現

実の コ ン テ クス トで あ っ たろ うが 、 本論で 試み よ うと したの は 、 そ うした現

実が 、 こ の 習作か ら読み 取 り、 抽出可 能で ある とい うこ と を証明する こ とで

は な い
。 そ うで は な くて 、 む しろ そ れ とは ち ょ うど正反対 の こ と、 つ ま り、

そ の 現実が 、 彼女の 作品の 中 に どの よ うに取 り込 まれ て い る か 、 さ らに 正確

に い え ば
、 逆説的に響 くか もしれ ない が 、 彼女の 虚構の 中で 、 い か に変容 し

て い る か 、 虚構 た り得 て い るか とい うこ との 考察 で あ る 。

　 シ ャ
ー m ッ トとブ ラ ン ウ ェ ル （そ してお そ ら くは 、父親 とブ ラ ン ウ ェ ル ）

の 現実 は
、 作品の 中で は 、

ヘ ン リ／ エ リザ ベ ス
、 ウ ィ リア ム ／ザモ

ー
ナ公 爵

夫人 とい っ た兄妹関係 に 、 単 に 移 し変 え られ る ば か りで な く、虚構の 中で 見

事 、 変容 され た もの と な る 。 また 、 兄 妹の 場 面 に 先立 っ て 挿 入 され て い る 、

公 爵夫人 と主人公 との 対決
一

尊大な公爵夫人 に立 ち向か う卑小 なエ リザベ ス

は 、 お そ ら くシ ャ
ー

ロ ッ トの 現 実 、
つ ま りは 彼 女 自身 の ア ナ ロ ジ

ー
で あ ろ

う。

　 しか し、 前述 した よ うに 、
こ こ で 意味 を発散 させ る の は 、 そ うした シ ャ

ー

ロ ッ トの 現実 （で あ っ た か も しれ ない もの ）で あ る よ りは 、 明 らか に 、 虚構

の 中に構築 され た対話者同士 の 心理 的葛藤 の 方 で あ る 。 そ して 読み進 むに つ

れ て 、 結局 、 そ の 対話者の軋轢は 意外な方向性 をもっ て 解消す る 。 た とえば 、

美 し く威厳あ る公 爵夫人 の 方が 、 何者 で もな い 地味 な女性教 師 よ りは 高所 に

位置 す る とい っ た 、 因習的 な 、 あ る い は 、 当然の 価値観は転覆 させ られ る 。

た っ た一
つ の レ トリ ッ ク に よ っ て で あ る。 しか も 、 それ は 、 虚構 にお ける 絵

空 事 で は な く、 虚構 に おけ るい わば 「現実」 （つ ま り、 厳然 た る事実の 言い

換え 、 こ の 場合は 、 「別称」 に す ぎない もの ）に よ っ て なされ る の で ある 。

　習作 に は 円熟期の 作品の ま とま りは 望むべ くもな V  しか し、
こ こ に集積

　 　 　 　 な ま

され た 厂生 」の 断片 は 、 後年 、 シ ャ
ー ロ ッ トが完成作 品 にお い て 最終 的につ
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なげて い くこ とに な る モ ザ イ ク 、
つ ま りシ ャ

ー ロ ッ トの さまざまな文学的才

能 、 その 特質の 断面 をあ らわ に した
一

片
一

片 で あ るの だ 。 の み な らず、虚構

に お い て シ ャ
ー ロ ッ トは 自分 を取 り巻 く社会的 、 文化 的 コ ン テ クス トを消費

して い る 。 端的にい っ て しまえば 、 彼 女 は 、 む しろ 自らの 書 き物をく文化 〉

と して い る よ うに も思 われ るの で ある 。
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Notes ：

19）

20）

21）

22）

23）

24）

25）

26）

27）

28｝

29）

Tony 　Tanner，　Jane　Austen （1986；London ；Macmillan　Education
，
1987）16L

Jane　Austen
，
　Mansfietd　Park

，
　The　IVovels　of 　Jane　Austen　vol ．3 （且923；London ：Oxford　UP ，

1973）99−100曾

『教授』で は 、 情熱 と理 性 の 葛藤 は 棚上 げ に され た ま ま 、 フ ラ ン シ ス ・ク リム ．ズ ワ ス

（Frances　Crimsworth）に妻たる喜びを長 々 と語らせ 、 『シ ャ
ー

リ
ー

』（Shierly， 1849）で も、

社会的、経済的 に 自立 した シ ャ
ー

リ
ー

を主人公 に し なが ら も、最終的に は、そ の 主 人公 を結
婚の 枠 内 に 収め て し まう。 そ うした 図式か らみ れ ば、晩年 の 作 、『ヴ ィ レ ッ ト』 の ル

ー
シ
ー

は
、

つ い に結婚をも超越 した女 の 自立 の 物語 として も読 めるで あ ろ う。

Roland　Barthes，　CritiCα 1　Essays，　trans．　Richard　Howard （Evanston ：Northwestem 　UP
，

1972）252．

紙幅の 関係 上、こ の 問題に関 して本論で は、ウ ィ リ ア ム／ザモ
ー

ナ公爵夫入の 関係性 に集約

し、エ リザ ベ ス ／ヘ ン リの関係性に関 して は、論を改め て考察する。

Roland　Barthes
，　Rolα nd 　Barthes 　by　Rotαnd 　B αrthes （1977；New 　York ； Hill　and 　Wang

，

1984）138．

た とえば、『ジ ェ イ ン ・エ ア 』に お い て 、 子ど もの ジ ェ イ ン が 、 権威 の 象徴 と して ある ブ

ロ ッ ク ル ハ ー
ス トを、会話 の 応 答 で 打ち負かす場面 が あ る が 、 そ れ は 深刻な 状 況 で あ りな が

ら、喜劇性 に満ち て い る 。 こ こ に は、シ ャ
ー

ロ ッ トの ユ
ー

モ ア感覚と同時に そ うした滑稽 さ

に 対する作 家 の 嗜好が現 れて い る ように 思 われ る 。

　
“No　sight 　so　sad 　as　that　ef　a　naughty 　child

，

” he　began，
“

especially 　a　naughty 　little　girl，
Do 　you   ow 　where 　the　wicked 　go　a此er　death？”

　
“They 　go　to　hell

，

”
　was 　my 　ready 　and 　orthodox 　answer ．．．．

　『Vhat　must 　you 　do　to　avoid 　it？”

　Ideliberated　a 　moment ；my 　answer 　when 　it　did　come ，　was 　objectienable ；
“I　mu8t 　keep

in　good　health，　and 　not 　die？
cf ．　Jane　E γre （1975 ；Oxfbrd：Oxford　UP ，1991）32，
“ Here，　then，　is　the　very 　nub 　of　the　con 矼ict［between　emotion 　and 　a　sense 　ofhumor ］：the
carefu1 　form　of 　art

，
　and 　the　careless 　shape 　of 　1ife　itself．　 What 　man 　does　with 　this　unin −

vited 　snicker （which 　may 　closely 　resemble 　a　sob
，
　at　that）decides　his　destiny．　 If　he

resists 　it，　conceals 　it，　destroys　it，　he 皿 ay 　keep　his　architectural 　sche 皿 e　intact　a皿 d　save
his　building，

　and 　the　world 　will 　never 　know．　If　he　g量ves 　in　to　it，　he　becomes 　a 　humorist
，

and 　the　sharp 　brim　ef 　the　fool’s　cap 　leaves　a 　mark 　forever　on 　his　brow．”

c £ E．B．　White，
“ Some　Remarks 　on 　Humor

，

”
　Essays　of 　E ，　B ．　White （1934；NewYork ：

Harper ＆ Row ，1975）245 ．

惣谷美智 了
・「Austen；Persuαsion に お け る ア イ ロ ニ ー （ド）一一A 　Louers　Discourse で 読 む 二

つ の く 死 〉一」『英語青年』第151巻第2 咢
’
（研 究社、20D5 ）91．

Barthes
，
IVeω 　Criticα1　Essays

，
　trans ．　Richard　Howard （Berkeley；U 　of 　California　P

，
1990〕

正08，

た とえば 、 ビ ア の 見解に よ れ ば、「ヘ ン リ ・ヘ イ ス テ ィ ン グズ」にお ける第12章以降の エ ピ

ソ ー ドは、こ の 習作 の テ
ー

マ を痛烈 な調子 で 強調する もの で はあるが、「プ ロ ッ ｝・の ユ ニ

テ ィ」（
“the　plot　of 　unity

”
〉を損ね る もの とな る 。 事実 、 ビ ア編 の シ ャ

ー
ロ ッ ト ・ブ ロ ン テ

習作集で は 、「ヘ ン リ ・ヘ イ ス テ ィ ン グズ」 は、第12章、つ ま り 「荒野 の 誘惑」で 切 ら れ 、

以降 の 章は削除さ れ て い る 。

cf．　The　Juvenilia　ofJane 　Austen　an （t　Chαrlotte　BrontCi（1．ondon ；Oxford　UP
，
1986）365．
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